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甲府市中央保育所年長児（さくら組）制作『こいのぼり』

過去最大規模となる

令和４年度予算案を可決！



　第 6 波としてオミクロン株を含む新型コロナウイルス感染症がこれまでになく急拡大する中、2 月
８日に委員間において緊急の討議を行い、現時点において緊要な経済対策・生活支援策に対する意見
を取りまとめ、新型コロナウイルス感染症対策特別委員会の正副委員長から正副議長に提出しました。

新型コロナウイルス感染症（第 6波）の急拡大に伴う
本市経済と市民生活への影響に関する緊急取りまとめ（抜粋）

1．市内飲食店の利用者が大幅に減少している現状に鑑み、テイクアウト
やデリバリー等を活用した支援策を実施するとともに、様々な感染対
策を講じている飲食店等に対し、換気に係る対策をはじめ、市民等が
より安心して利用できる支援策を検討する必要がある。

1．小中学校や保育所等の休業・休園や分散登校などにより影響を受ける子育て世帯に対して、
本市独自で行う家庭の負担軽減につながる支援策を検討する必要がある。

1．支援対象となっている市民や市内事業者が、漏れなく制度を利用できるよう、本市の独自
施策はもとより、小学校休業等対応助成金などの国・県の支援策についてもより一層周知
する必要がある。

　国のマイナポイント第２弾の実施
に伴う申請サポート窓口の設置及び
新型コロナウイルスワクチンの集団
接種会場において、出張申請受付等
を実施するための補正予算です。

　先行給付として現金5万円、追加給
付としてクーポン5万円分となってい
たところ、追加給付分についても、先
行給付に併せて現金での給付が可能
となったことによる補正予算です。

　感染症対策事業費における甲府市
独自の無料PCR検査等の実施に要す
る経費等であり、令和3年12月定例会
で議決された補正予算を増額するも
のです。

　臨時会は、1 月 24 日に招集され、会期を 1 日と定め、市長から提出されたコロナ

対応策などの補正予算についての2案件を審議し、承認・可決しました。

　また、開会に先立ち、令和 2 年 6 月 8 日に議決した『新型コロナウイルス感染症

を甲府市民とともに乗り越えていく決意宣言』を唱和し、議員全員が決意を新たに

しました。

1月
臨時会の
概要

マイナンバーカードの普及促進等 子育て世帯臨時特別給付金 無症状者を対象とした無料PCR検査

“決意宣言”唱和に際しての議長前文

　甲府市議会では、令和 2 年 6 月 8 日の本会議において、最前線で働
いている医療従事者をはじめとするエッセンシャルワーカー及びその家
族の皆様に敬意と感謝を表明するとともに、新型コロナウイルスをきっ
かけとするいわれなき偏見や差別が起こらない社会を作り上げていくた
め「新型コロナウイルス感染症を甲府市民とともに乗り越えていく決意
宣言」に関する決議を、全会一致で可決し、同年 9 月の本会議においてこの宣言を唱和するなど、全議員が新型
コロナウイルス感染症に立ち向かう決意をしたところであります。
　その後甲府市では、感染防止策や経済対策に係る独自の対応策を打ち出すとともに、安全・安心な市民生活と
地域経済の回復に向けた取組を行うなど、今日までこの難局を乗り越えるべく市民の皆様とともに歩んできたと
ころでありますが、現在、新たな変異株であるオミクロン株を含む新型コロナウイルスの感染急拡大により、
1日の感染者数を更新するなど、不安な日常生活を余儀なくされる状況となっております。
　そのような中で、エッセンシャルワーカーや感染者、ワクチン接種などに関するいわれなき偏見や差別は断じ
てあってはならないことであり、先行きが不透明なコロナ禍を市民の皆様とともに乗り越えていくことを改めて
確認する必要がありますことから、本臨時会において決意宣言を唱和し、議員全員が決意を新たにするもので
あります。

＜総務委員会 付託＞
全員異議なく、

当局提案のとおり可決

＜民生文教委員会 付託＞
全員異議なく、

当局提案のとおり承認

＜民生文教委員会 付託＞
全員異議なく、

当局提案のとおり可決

― いきいきと輝く人を育むまちをつくる
・すこやか子育て医療費助成事業の対象を高校
３年生相当まで拡充
・ヤングケアラーへの対応の強化に向けた周知・
啓発やスクールソーシャルワーカーの増員
・学校給食費の公会計化による教職員の多忙化
の改善を通じた教育の充実
・日本女性会議2021in甲府のレガシー事業の構築

― 魅力があふれ人が集う活力あるまちを
　　つくる
・ジュエリーツーリズムの実施などによる地場
産業の活性化
・小江戸甲府の夏祭り等、四季折々の魅力溢れる
集客イベントを活かした賑わいの創出
・結婚新生活支援事業の創設をはじめ、移住支援
金の拡充などによる移住・定住支援策の展開
・民間企業との共同によるドローンを用いた農
薬散布など先端技術を活用した農業振興

― 安全で安心して健やかに暮らせるまちをつくる
・「わが家の防災マニュアル」のリニューアルや改訂版の「洪水ハザードマッ
プ」の全戸配布
・健康都市の実現に向けた「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事
業（「健康づくり同窓会」「３か月血糖チャレンジ」「げんき お届け隊」）」
などの展開
・日常生活等において医療行為が必要となる障がいのある児童等に対する
コーディネーターの配置
・助産師が不安を抱える産婦を訪問するアウトリーチ型の産後ケア事業
（おうちdeホッとママケア）の導入

― 自然と都市機能が調和する快適なまちをつくる
・遊亀公園・附属動物園や都市計画道路の整備
・電気自動車の購入への助成金の創設等によるゼロカーボンシティに向けた
取組の推進
・地域の特性を活かした将来像を描きながら地域をデザインする「未来ビジ
ョン」の策定

― 基本構想の推進
・市内の事業所等が行う SDGsの取組を加速させるための認証制度の創設
・マイナンバーカードを活用した子育てや介護関係の申請をオンラインで行
うことができるシステムの構築

第六次甲府市総合計画の基本構想に基づく主な施策

　令和 4 年度の市政執行にあたりましては、新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金などの、国庫補助金等を最大限活用する中で、国の 16 か
月予算も踏まえ、補正予算と当初予算を一体的に編成し、切れ目なく「感染
拡大の防止と対策機能の強化」、「市民生活への影響の抑制」、「経済活動の不
安の縮小化」につながる事業の展開に取り組みつつ、コロナ禍にあっても持
続可能なまちづくりを推進するため、「第六次甲府市総合計画」における基本
構想に基づき、施策の重点的かつ効率的な執行に努めてまいります。

特別委員会新型コロナウイルス感染症対策特
別
委
員
会

３
月
定
例
会 令和4年1月臨時会 審議結果
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創　政
こうふ 公明党 こうふ
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共産党

こうふ
クラブ

補
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議案第 1 号 専決処分について
（令和3年度甲府市一般会計補正予算（第13号）） 1月24日 承認 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議案第 2 号 令和3年度甲府市一般会計補正予算（第14号） 〃 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 〇〇
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　第 6 波としてオミクロン株を含む新型コロナウイルス感染症がこれまでになく急拡大する中、2 月
８日に委員間において緊急の討議を行い、現時点において緊要な経済対策・生活支援策に対する意見
を取りまとめ、新型コロナウイルス感染症対策特別委員会の正副委員長から正副議長に提出しました。

新型コロナウイルス感染症（第 6波）の急拡大に伴う
本市経済と市民生活への影響に関する緊急取りまとめ（抜粋）

1．市内飲食店の利用者が大幅に減少している現状に鑑み、テイクアウト
やデリバリー等を活用した支援策を実施するとともに、様々な感染対
策を講じている飲食店等に対し、換気に係る対策をはじめ、市民等が
より安心して利用できる支援策を検討する必要がある。

1．小中学校や保育所等の休業・休園や分散登校などにより影響を受ける子育て世帯に対して、
本市独自で行う家庭の負担軽減につながる支援策を検討する必要がある。

1．支援対象となっている市民や市内事業者が、漏れなく制度を利用できるよう、本市の独自
施策はもとより、小学校休業等対応助成金などの国・県の支援策についてもより一層周知
する必要がある。

　国のマイナポイント第２弾の実施
に伴う申請サポート窓口の設置及び
新型コロナウイルスワクチンの集団
接種会場において、出張申請受付等
を実施するための補正予算です。

　先行給付として現金5万円、追加給
付としてクーポン5万円分となってい
たところ、追加給付分についても、先
行給付に併せて現金での給付が可能
となったことによる補正予算です。

　感染症対策事業費における甲府市
独自の無料PCR検査等の実施に要す
る経費等であり、令和3年12月定例会
で議決された補正予算を増額するも
のです。

　臨時会は、1 月 24 日に招集され、会期を 1 日と定め、市長から提出されたコロナ

対応策などの補正予算についての2案件を審議し、承認・可決しました。

　また、開会に先立ち、令和 2 年 6 月 8 日に議決した『新型コロナウイルス感染症

を甲府市民とともに乗り越えていく決意宣言』を唱和し、議員全員が決意を新たに

しました。

1月
臨時会の
概要

マイナンバーカードの普及促進等 子育て世帯臨時特別給付金 無症状者を対象とした無料PCR検査

“決意宣言”唱和に際しての議長前文

　甲府市議会では、令和 2 年 6 月 8 日の本会議において、最前線で働
いている医療従事者をはじめとするエッセンシャルワーカー及びその家
族の皆様に敬意と感謝を表明するとともに、新型コロナウイルスをきっ
かけとするいわれなき偏見や差別が起こらない社会を作り上げていくた
め「新型コロナウイルス感染症を甲府市民とともに乗り越えていく決意
宣言」に関する決議を、全会一致で可決し、同年 9 月の本会議においてこの宣言を唱和するなど、全議員が新型
コロナウイルス感染症に立ち向かう決意をしたところであります。
　その後甲府市では、感染防止策や経済対策に係る独自の対応策を打ち出すとともに、安全・安心な市民生活と
地域経済の回復に向けた取組を行うなど、今日までこの難局を乗り越えるべく市民の皆様とともに歩んできたと
ころでありますが、現在、新たな変異株であるオミクロン株を含む新型コロナウイルスの感染急拡大により、
1日の感染者数を更新するなど、不安な日常生活を余儀なくされる状況となっております。
　そのような中で、エッセンシャルワーカーや感染者、ワクチン接種などに関するいわれなき偏見や差別は断じ
てあってはならないことであり、先行きが不透明なコロナ禍を市民の皆様とともに乗り越えていくことを改めて
確認する必要がありますことから、本臨時会において決意宣言を唱和し、議員全員が決意を新たにするもので
あります。

＜総務委員会 付託＞
全員異議なく、

当局提案のとおり可決

＜民生文教委員会 付託＞
全員異議なく、

当局提案のとおり承認

＜民生文教委員会 付託＞
全員異議なく、

当局提案のとおり可決

― いきいきと輝く人を育むまちをつくる
・すこやか子育て医療費助成事業の対象を高校
３年生相当まで拡充
・ヤングケアラーへの対応の強化に向けた周知・
啓発やスクールソーシャルワーカーの増員
・学校給食費の公会計化による教職員の多忙化
の改善を通じた教育の充実
・日本女性会議2021in甲府のレガシー事業の構築

― 魅力があふれ人が集う活力あるまちを
　　つくる
・ジュエリーツーリズムの実施などによる地場
産業の活性化
・小江戸甲府の夏祭り等、四季折々の魅力溢れる
集客イベントを活かした賑わいの創出
・結婚新生活支援事業の創設をはじめ、移住支援
金の拡充などによる移住・定住支援策の展開
・民間企業との共同によるドローンを用いた農
薬散布など先端技術を活用した農業振興

― 安全で安心して健やかに暮らせるまちをつくる
・「わが家の防災マニュアル」のリニューアルや改訂版の「洪水ハザードマッ
プ」の全戸配布

・健康都市の実現に向けた「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事
業（「健康づくり同窓会」「３か月血糖チャレンジ」「げんき お届け隊」）」
などの展開

・日常生活等において医療行為が必要となる障がいのある児童等に対する
コーディネーターの配置

・助産師が不安を抱える産婦を訪問するアウトリーチ型の産後ケア事業
（おうちdeホッとママケア）の導入

― 自然と都市機能が調和する快適なまちをつくる
・遊亀公園・附属動物園や都市計画道路の整備
・電気自動車の購入への助成金の創設等によるゼロカーボンシティに向けた
取組の推進

・地域の特性を活かした将来像を描きながら地域をデザインする「未来ビジ
ョン」の策定

― 基本構想の推進
・市内の事業所等が行う SDGsの取組を加速させるための認証制度の創設
・マイナンバーカードを活用した子育てや介護関係の申請をオンラインで行
うことができるシステムの構築

第六次甲府市総合計画の基本構想に基づく主な施策

　令和 4 年度の市政執行にあたりましては、新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金などの、国庫補助金等を最大限活用する中で、国の 16 か
月予算も踏まえ、補正予算と当初予算を一体的に編成し、切れ目なく「感染
拡大の防止と対策機能の強化」、「市民生活への影響の抑制」、「経済活動の不
安の縮小化」につながる事業の展開に取り組みつつ、コロナ禍にあっても持
続可能なまちづくりを推進するため、「第六次甲府市総合計画」における基本
構想に基づき、施策の重点的かつ効率的な執行に努めてまいります。

特別委員会新型コロナウイルス感染症対策特
別
委
員
会

３
月
定
例
会
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り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

こうふクラブ

代表質問（分割）

山田　　厚

質問
動画

３
月
定
例
会

市
政
に

関
す
る

質
問

一
問
一
答
…�

一
問
ご
と
に
質
疑

応
答
を
行
う
。

分　
　

割
…�

質
問
項
目
ご
と
に

質
疑
応
答
を
行
う
。

一　
　

括
…�

質
問
項
目
す
べ
て

を
質
問
し
、
一
括

で
答
弁
を
行
う
。

甲府市議会だより213号 04
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リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備

　

県
都
甲
府
市
と
し
て
駅
周
辺

整
備
を
主
体
的
に
行
う
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業

は
、
市
民
の
皆
様
の
生
活
環
境

の
向
上
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
等
を
も
た
ら
し
、
本
市

の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
く
貢
献
す
る
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
本
市
の
取
組
等
の
参

考
に
す
る
た
め
飯
田
市
や
中
津

川
市
の
進
捗
状
況
や
課
題
等
の

情
報
を
収
集
・
整
理
し
、
地
域

の
皆
様
の
意
向
も
踏
ま
え
る
中

で
、
引
き
続
き
山
梨
県
と
連
携

し
な
が
ら
議
論
を

深
め
、
で
き
る
だ

け
早
く
方
向
性
を

示
し
ま
す
。

甲
府
市
の
自
治
会

　

自
治
会
に
対
す
る
本
市
の
認

識
と
、
自
治
会
役
員
の
仕
事
量

の
削
減
に
向
け
た
本
市
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　

長
い
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る

本
市
の
自
治
会
は
、
住
民
同
士

の
親
睦
や
生
活
環
境
の
維
持
、

防
災
対
策
や
子
ど
も
の
安
全
対

策
な
ど
、
地
域
の
中
心
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

豊
か
な
地
域
社
会
を
創
造
し
て

い
く
上
で
必
要
不
可
欠
な
組
織

で
あ
り
、
今
後
、
自
治
会
連
合

会
の
役
員
の
皆
様
の
意
見
も
伺

い
な
が
ら
仕
事
量
を
軽
減
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

開
発
許
可
制
度
の
見
直
し

・�

資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増

設　

他

ＱＡ

ＱＡ

す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費

助
成
制
度
の
拡
充

　

制
度
の
拡
充
に
あ
た
り
、
実

施
内
容
及
び
時
期
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

適
時
・
適
切
に
診
療
が
受
け
ら

れ
る
機
会
の
確
保
と
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
対
象
年
齢
を
高
校
３

年
生
相
当
ま
で
拡
大
す
る
こ
と

と
し
、
通
院
・
入
院
と
も
、
助

成
の
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
窓

口
無
料
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
実
施
時
期
に
つ
い
て

は
、
医
師
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
の
調
整
や
準
備
に
係
る
事
務

作
業
に
も
時
間
を
要
す
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
令
和
５
年
１
月
１

日
か
ら
と
し
ま
し
た
。

本
市
に
お
け
る
農
業
基
盤

整
備

　

長
年
強
い
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
中
道
地
区
へ
の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

中
道
地
区
は
、
農
業
振
興
を

図
る
農
用
地
の
面
積
と
農
業
生

産
量
が
と
も
に
市
全
体
の
約
５

割
を
占
め
る
一
方
で
、
農
道
や

用
水
路
の
ほ
か
、
鳥
獣
害
対
策

な
ど
の
多
く
の
整
備
を
必
要
と

し
て
い
る
地
区
で
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
千
代
田
地
区

の
整
備
の
終
了
を
見
据
え
、
営

農
環
境
の
改
善
に
よ
る
効
果
が

見
込
ま
れ
る
中
道
地
区
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
基
盤
整
備
と

農
地
を
保
全
す
る
鳥
獣
害
防
止

柵
の
設
置
が
一
体
的
に
行
え
る

土
地
改
良
事
業
を
導
入
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

創政こうふ

代表質問（分割）

輿石　　修

政友クラブ

代表質問（分割）

坂本　信康

質問
動画

質問
動画

提供：JR東海
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空
き
家
の
解
消
で
ま
ち
な

か
定
住
を
進
め
る

　

空
き
家
の
解
消
が
市
街
化
区

域
内
の
低
未
利
用
地
の
有
効
利

用
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、

第
二
期
甲
府
市
空
家
等
対
策
計

画
で
居
住
誘
導
区
域
の
空
き
家

解
消
と
当
該
区
域
の
人
口
増
を

果
た
し
ま
す
か
、
伺
い
ま
す
。

　

本
市
の
空
き
家
は
３
，3
9
1

件
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
９
割
が

市
街
化
区
域
に
、
ま
た
、
約
７

割
が
居
住
誘
導
区
域
に
集
積
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年

度
よ
り
「
空
き
家
改
修
助
成
制

度
」
の
対
象
エ
リ
ア
を
「
ま
ち

な
か
エ
リ
ア
」
か
ら
「
居
住
誘

導
区
域
」
に
拡
大
し
、
空
き
家

の
解
消
は
も
と
よ
り
、
居
住
誘

導
に
よ
る
定
住
人
口
の
増
加
に

取
り
組
み
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進
で
市
民
の
利
便

性
向
上
を
果
た
す

　

令
和
２
年
12
月
定
例
会
で
本

市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
を
提
言

し
、
そ
の
改
善
提
案
に
つ
い
て

調
査
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

こ
の
間
の
検
討
内
容
と
そ
の
結

果
と
し
て
の
市
民
の
利
便
性
向

上
、
本
市
職
員
の
業
務
改
善
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

庁
内
の
意
向
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
新
た
に
11
種
類
の
手
続

き
を
電
子
申
請
に
追
加
し
、
市

民
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
業
務
の
効
率
化
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
電
子
申

請
受
理
後
に
直
接
シ
ス
テ
ム
入

力
し
て
い
た
業
務
を
デ
ジ
タ
ル

で
処
理
す
る
環
境
を
構
築
す
る

た
め
、
来
年
度
に
シ
ス
テ
ム
改

修
を
行
い
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

お
く
や
み
手
続
き
窓
口
の

一
元
化

　

ご
遺
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添

う
た
め
、
お
く
や
み
手
続
き
を

一
元
化
し
た
窓
口
の
開
設
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

お
く
や
み
窓
口
の
設
置
に
向

け
て
は
、
今
後
も
少
子
高
齢
化

の
進
展
等
に
よ
り
、
ご
遺
族
が

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
の
負
担
は
増

加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
市

民
ニ
ー
ズ
も
高
ま
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４

年
度
の
早
期
に
「
お
く
や
み
窓

口
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

な
お
、
死
亡
に
関
す
る
手
続

き
を
円
滑
に
で
き
る
よ
う
、
ご

遺
族
の
支
え
と
な
る
「
お
く
や

み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し

て
ま
い
り
ま
す
。

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
補
助
制
度

　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
補
助
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
各
地
域
自
治
組
織

で
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
効
果

の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
向
け
て
は
、
市
民
の
皆
様
を

は
じ
め
、
地
域
に
関
わ
る
多
く

の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ

強
み
や
専
門
性
を
活
か
し
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
に
関
わ
る
方
々
の

自
発
的
な
活
動
に
対
す
る
新
た

な
補
助
制
度
に
つ
い
て
、
他
都

市
の
事
例
な
ど
を
調
査
す
る
と

と
も
に
、
様
々
な
観
点
か
ら
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

こうふ未来

代表質問（分割）

神山　玄太

公明党

代表質問（分割）

中村　明彦

質問
動画

質問
動画
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都
市
計
画
道
路「
和
戸
町

竜
王
線
」の
今
後
の
取
組

　

甲
府
商
工
会
議
所
前
の
区
間

は
２
車
線
の
ま
ま
で
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

か
ら
、
新
た
な
交
通
渋
滞
の
解

消
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。

　

本
市
で
は
、
事
業
の
透
明
性

を
確
保
し
、
効
率
的
・
効
果
的

な
整
備
の
推
進
を
図
り
、
安
全

で
快
適
な
市
街
地
形
成
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
16
年

度
に
「
都
市
計
画
道
路
整
備
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、「
愛

宕
町
下
条
線
荒
川
渡
河
工
区
」

等
中
心
市
街
地
と
各
拠
点
を
結

ぶ
放
射
状
や
環
状
の
都
市
活
動

軸
と
な
る
路
線
の
整
備
に
計
画

的
に
取
り
組
む
中
、「
和
戸
町

竜
王
線
中
央
四
丁
目
工
区
」
に

つ
い
て
も
、
本
整
備
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
則
り
、
中
心
市
街
地
の
骨

格
を
形
成
し
、
東
西
地
域
を
結

ぶ
主
要
な
幹
線
道
路
と
し
て
整

備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、「
和
戸
町
竜
王
線
」

に
お
け
る
甲
府
商
工
会
議
所
前

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
整
備

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
付
け
た
各

路
線
の
進
捗
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

新
山
梨
環
状
道
路
の
北
部
、
東

部
区
間
及
び
遊
亀
通
り
等
の
国

や
県
が
施
行
す
る
関
連
路
線
を

含
む
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
状
況
な
ど
、
都
市
計
画
道
路

を
取
り
巻
く
交
通
環
境
の
変
化

を
見
据
え
る
中
で
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

遊
亀
公
園
附
属
動
物
園
の
再

整
備
に
つ
い
て　

他

ＱＡ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

３
回
目
接
種

　

集
団
接
種
会
場
や
接
種
日
を

増
や
し
、
迅
速
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

現
状
の
接
種
体
制
の
中
で
、

引
き
続
き
取
組
を
進
め
る
と
と

も
に
、
64
歳
以
下
の
方
の
接
種

間
隔
の
前
倒
し
を
実
施
す
る
な

ど
、
希
望
す
る
す
べ
て
の
方
へ

の
接
種
の
迅
速
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

　

農
地
で
の
営
農
型
太
陽
光
発

電
（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
）
や
耕
作
放
棄
地
で
の
太
陽

光
発
電
の
普
及
を
進
め
る
た
め

の
補
助
制
度
や
無
利
子
貸
付
事

業
な
ど
を
求
め
ま
す
。

　

営
農
型
太
陽
光
発
電
は
、
耕

作
す
る
作
物
の
生
産
性
低
下
や

発
電
施
設
の
安

全
性
の
懸
念
か

ら
、
導
入
に
は

十
分
な
検
討
と

議
論
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約

　

甲
府
市
と
し
て
、
核
兵
器
禁

止
条
約
の
署
名
・
批
准
を
日
本

政
府
に
求
め
る
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
批
准

に
つ
い
て
は
、
国
政
の
場
に
お

い
て
慎
重
か
つ
丁
寧
に
国
民
の

理
解
を
広
く
得
る
中
で
議
論
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ＱＡＱ

ＡＱＡ

政友クラブ

一般質問（分割）

原田　洋二

日本共産党

代表質問（分割）

木内　直子

質問
動画

質問
動画
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高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
的
な
実
施

　

高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸

を
目
指
す
た
め
、
健
康
課
題
の

解
決
に
向
け
た
事
業
展
開
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

個
人
を
対
象
と
し
た
「
ハ
イ

リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
」
事
業
で

は
、
血
糖
値
が
特
に
高
い
方
等

を
対
象
に
、
医
療
専
門
職
が
訪

問
し
、
栄
養
指
導
や
相
談
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
集
団
を
対
象
と
し
た

「
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー

チ
」
事
業
で
は
、
新
た
に
75
歳

と
な
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
て

公
民
館
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
健
康
状
態

の
把
握
や
、
地
域
特
性
に
合
わ

せ
た
講
義
や
健
康
体
操
等
の
実

技
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

リ
ニ
ア
開
業
に
よ
る
未
来

の
甲
府

　

リ
ニ
ア
を
通
じ
て
、
本
市
の

未
来
を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ

て
行
き
た
い
の
か
伺
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業

と
い
う
千
載
一
遇
の
機
を
捉
え
、

世
界
か
ら
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
情
報

等
を
引
き
つ
け
る
三
大
都
市
圏

の
一
体
化
「
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ

リ
ー
ジ
ョ
ン
」
の
形
成
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
交
通
結
節

機
能
の
優
位
性
等
を
生
か
し
た

新
た
な
産
業
、
雇
用
の
創
出
、

地
域
経
済
の
活
性
化
等
を
図
る

効
果
的
な
事
業
を
展
開
し
、
10

年
、
100
年
後
の
ふ
る
さ
と
甲
府

の
発
展
に
つ
な
げ
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

市
立
甲
府
病
院
の
地
震
対
策

に
つ
い
て　

他

ＱＡ

ＱＡ

市
営
住
宅
の
入
居
条
件

　

困
窮
学
生
へ
の
入
居
要
件
の

緩
和
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

本
市
の
単
身
世
帯
向
け
市
営

住
宅
の
入
居
要
件
は
、
60
歳
以

上
で
あ
る
こ
と
や
、
障
が
い
者

や
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
の
要

件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と
な

り
、
現
在
、
高
齢
者
等
の
入
居

待
機
者
が
50
人
程
度
お
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
要
件
を
満
た
す
方

の
速
や
か
な
入
居
に
向
け
た
対

応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
学
生
の
入
居
に
つ
い

て
は
、
他
都
市
に
お
い
て
、
空

室
対
策
な
ど
を
目
的
に
要
件
の

緩
和
を
行
っ
て
い
る
事
例
が
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
需
要

や
入
居
に
よ
る
効
果
な
ど
、

様
々
な
観
点
か
ら
調
査
・
研
究

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

成
年
年
齢
引
き
下
げ

　

消
費
者
被
害
に
つ
い
て
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　

成
年
年
齢
18
歳
へ
の
引
き
下

げ
が
本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
悪
質
商

法
な
ど
に
よ
る
消
費
者
被
害
の

拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

若
年
層
を
中
心
と
し
た
消
費

者
教
育
の
実
施
や
、
わ
か
り
や

す
い
形
で
の
広
報
・
啓
発
を
行

う
と
と
も
に
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
き
め
細
か
な
相

談
対
応
と
、
契
約
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
を
図
り
、
消

費
者
被
害
の
防
止
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

政友クラブ

一般質問（分割）

小澤　　浩

創政こうふ

一般質問（分割）

小沢　宏至

質問
動画

質問
動画
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産
後
ケ
ア
事
業

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め

の
産
後
ケ
ア
事
業
の
進
め
方
を

伺
い
ま
す
。

　

産
前
・
産
後
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
の
た
め
助
産
師
に
よ
る

「（
仮
称
）
お
う
ち
de
ホ
ッ
と
マ

マ
ケ
ア
」（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型

産
後
ケ
ア
）

を
行
い
、
同

時
に
第
一
子

の
乳
児
家
庭

全
戸
訪
問
を

実
施
し
ま
す
。

「
若
者
枠
」

　

審
議
会
等
に「
若
者
枠
」を
導

入
し
て
若
い
方
の
意
見
を
も
っ

と
市
政
に
反
映
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

一
般
公
募
に
あ
た
り
、
大
学

等
に
協
力
を
求
め
若
者
の
応
募

が
促
進
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

　

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
、
デ

ジ
タ
ル
人
材
を
育
成
し
、
就
労

支
援
に
つ
な
げ
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
分
野
の
新
た
な
ス
キ
ル

を
身
に
着
け
就
労
を
希
望
す
る

方
々
に
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
就
労

支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
に
つ
い
て

・�

生
理
の
公
平
へ
の
支
援
に
つ

い
て

ＱＡＱ

ＡＱＡ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策

　

経
済
対
策
に
お
け
る

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
こ

れ
ま
で
（
第
３
弾
ま
で
）
の
実

績
と
令
和
４
年
度
の
実
施
予
定

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ
い
て

は
、
決
済
で
き
る
店
舗
の
数
が
、

実
施
前
の
２
倍
以
上
に
あ
た
る

２
，
7
0
0
店
舗
に
上
り
、
約

30
億
円
が
消
費
さ
れ
、
約
６
億

１
千
万
円
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

還
元
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
は
、
実
施
期

間
を
１
か
月
と
想
定
し
て
お
り
、

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
他
の

事
業
と
連
動
す
る
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
消
費
喚
起
に
つ
な
げ

る
よ
う
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
」
に
係

る
地
域
課
題
へ
の
解
決
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
応
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
を
活
用
し
、
子
ど

も
応
援
団
体
の
裾
野
を
拡
げ
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
課
題
等
の

情
報
交
換
を
通
じ
た
活
動
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

で
ご
活
躍
の
各
種
団
体
の
皆
様

と
連
携
を
深
め
る
中
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
把
握
に
も
努
め
、

子
ど
も
未
来
応
援
施
策
と
地
域

の
課
題
解
決
へ
の
取
組
が
相
乗

的
に
推
進
し
子
ど
も
輝
く
豊
か

な
地
域
社
会
の
発
展
に
つ
な
が

る
よ
う
鋭
意
取
り
組
み
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�「
宝
石
の
ま
ち
甲
府
」
に
関
わ

る
取
組
の
推
進
に
つ
い
て　

他

ＱＡ

ＱＡ

公明党

一般質問（分割）

植田　年美

創政こうふ

一般質問（分割）

望月　大輔

質問
動画

質問
動画
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管
理
不
全
な
空
き
家
へ
の

対
策

　

管
理
不
全
な
空
き
家
に
な
ら

な
い
よ
う
、
空
き
家
に
な
る
前

の
対
策
が
非
常
に
重
要
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

第
二
期
甲
府
市
空
家
等
対
策

計
画
の
３
つ
の
基
本
方
針
の
う

ち
の
「
予
防
と
適
切
な
管
理
」

に
お
い
て
は
、
新
た
な
取
組
と

し
て
、
将
来
的
に
空
き
家
に
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
所
有
者

に
対
し
、
居
住
中
の
段
階
か
ら

住
宅
の
今
後
の
管
理
方
法
や
処

分
等
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

く
た
め
、
自
治
会
や
専
門
家
団

体
等
と
連
携
す
る
中
で
、
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
講
座
な
ど
を

開
催
し
、
啓
発
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

武
田
ハ
ル
く
ん
の
活
用

　

甲
府
市
民
に
は
分
か
り
や
す

く
親
し
み
や
す
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
る
「
こ
う
ふ
Ｐ
Ｒ
大

使
武
田
ハ
ル
く
ん
」
の
今
後
の

活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
高
い
「
信
玄
公
」

の
知
名
度
を
活
か
し
、
本
市
を

Ｐ
Ｒ
す
る
歴
史
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

こうふ未来

一般質問（分割）

川崎　　靖

質問
動画

　今、日本では一人あたり、約 “おにぎり 1 個分” の食べられる食品が毎日廃棄されています。年間では約
570 万 t 以上にもなっていて、社会的・環境的にも大きな課題になっています。
　“まだ食べられるのに捨てられてしまう食品（食品ロス）” を減らす取組は、「つくる責任・つかう責任」と
して SDGs の目標の一つにも掲げられています。
　甲府市では、「食品ロス」を削減するために、今年の2月から食品ロス削減マッチングサービス「甲府タベスケ」
の利用が始まりました。
　このサービスは、Web サイト「タベスケ」を通じて、市内のお店が安価で出品した売れ残りが予想される
食品などをユーザーがお得に購入することができます。しかも、登録料や利用料は無料とのこと！
　“食品ロスを減らす取組” と言っても、実際に行動することは難しいですよね．．．
この「甲府タベスケ」を利用して、食品ロスを削減する必要性や環境を守る大切さを実感していただけるの
ではないでしょうか。
　かけがえのない地球の環境と
自然豊かな甲府のまちを、次代
を担う子どもたちにつないでい
きたいですね。

コラ
ム 食品ロスを減らすこと ...

お店 ユーザー

広聴広報委員　末木咲子
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ロ
シ
ア
軍
の
即
時
無
条
件
で
の
完
全
撤
退

の
実
現
に
向
け
最
大
限
の
努
力
を
尽
く
す

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
日
本
政
府
に
対
し
て
直
ち
に

現
地
在
留
邦
人
の
安
全
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
国
際
社
会
と
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
毅
然

た
る
態
度
で
ロ
シ
ア
に
対
し
て
制
裁
を
含
め
た

措
置
の
徹
底
及
び
強
化
を
図
り
、
ロ
シ
ア
軍
の

即
時
無
条
件
で
の
完
全
撤
退
及
び
人
道
的
支
援

の
実
現
に
向
け
最
大
限
の
努
力
を
尽
く
す
よ
う

強
く
求
め
る
。

提
出
先

　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣　

総
務
大
臣　

外
務
大
臣

　

防
衛
大
臣　

内
閣
官
房
長
官

オ
ン
ラ
イ
ン
本
会
議
の
実
現
に
必
要
と
な

る
地
方
自
治
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書

今
後
少
子
高
齢
化
社
会
が
到
来
す
る
中
、
妊

娠
、
出
産
、
育
児
や
介
護
、
自
ら
の
疾
病
に

よ
っ
て
容
易
に
外
出
で
き
な
い
議
員
で
も
住
民

福
祉
向
上
の
た
め
に
議
論
し
合
う
と
い
う
本
来

の
職
責
が
果
た
せ
る
よ
う
、
自
宅
か
ら
議
案
審

議
、
表
決
に
参
画
で
き
る
手
段
を
確
保
す
る
こ

と
は
時
代
の
要
請
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

具
体
的
な
手
法
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
本
会
議

で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
会
議
へ
の
出
席
、

議
決
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
も
可
能
と
す
る

地
方
自
治
法
の
速
や
か
な
改
正
を
強
く
要
請
す

る
。

提
出
先

　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣　

総
務
大
臣

　

デ
ジ
タ
ル
大
臣

地
方
創
生
と
感
染
症
対
策
に
資
す
る
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

１�　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
継
続
の

た
め
に
、
す
べ
て
の
地
域
で
、
感
染
症
の
拡

大
防
止
や
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
柔
軟
な
対

応
な
ど
、
誰
も
が
ど
こ
で
も
安
心
し
て
学
び

が
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
リ
モ
ー
ト
授
業
を

可
能
に
す
る
た
め
の
通
信
環
境
等
の
整
備
、

デ
ジ
タ
ル
教
材
や
通
信
料
の
無
償
化
な
ど
、

各
家
庭
の
状
況
に
配
慮
し
た
対
応
が
で
き
る

よ
う
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

２�　

医
療
へ
の
適
時
適
切
な
ア
ク
セ
ス
の
た
め

に
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
医
療
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
等
を
誰

も
が
身
近
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
在
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
適
切
に
実
施
す
る
前
提

と
な
っ
て
い
る
「
か
か
り
つ
け
の
医
師
」
に

つ
い
て
、
各
地
域
に
適
切
に
配
備
す
る
と
同

時
に
、
そ
の
存
在
と
役
割
を
周
知
す
る
広
報

活
動
の
充
実
な
ど
、
す
べ
て
の
住
民
が
「
か

か
り
つ
け
の
医
師
」
に
繋
が
れ
る
た
め
の
取

組
を
強
化
す
る
こ
と
。

３�　

新
し
い
分
散
型
社
会
の
構
築
の
た
め
に
、

地
域
の
新
し
い
兼
業
農
家
や
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
確
保
に
向
け
、「
転
職
な
き
移
住
」
を
実

現
す
る
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
や
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
整
備
等
に
対
す
る
補

助
金
等
の
拡
充
や
税
制
の
優
遇
、
更
に
移
住

者
へ
の
住
宅
取
得
支
援
や
通
信
料
金
の
軽
減

な
ど
、
分
散
型
社
会
の
構
築
へ
の
総
合
的
な

取
組
を
強
化
す
る
こ
と
。

ほ
か
２
項
目

提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣　

デ
ジ
タ
ル
大
臣

　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
創
生
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
・
健
康
危
機
管
理
担
当
大
臣

　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
担
当
大
臣

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
条
例

甲
府
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
金
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

〈
総
務
委
員
会�

付
託
〉

本
市
の
「
甲
府
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
計

画
」
が
国
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
認
定
を
受
け
た
こ

と
か
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
法
人

か
ら
の
寄
附
を
募
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
今
後
寄
附
者

の
意
向
に
沿
っ
た
地
方
創
生
に
資
す
る
事
業
に
、
柔
軟
か

つ
確
実
に
寄
附
を
充
当
し
て
い
く
た
め
、
甲
府
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
金
を
設
置
す
る
た
め
の
条
例
で
す
。

こ
の
こ
と
に
対
し
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
企
業
か

ら
の
寄
附
を
募
る
こ
と
に
問
題
が
あ
り
、
同
制
度
に
よ
る

寄
附
金
の
運
用
を
定
め
る
本
条
例
に
は
反
対
で
あ
る
と
の

意
見
と
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
寄
附
を
地

方
創
生
に
資
す
る
事
業
へ
柔
軟
か
つ
確
実
に
充
当
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
基
金
を
設
け
る
た
め
の
条
例
で
あ
る
た

め
賛
成
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
多
数
を
も
っ
て
当
局
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

号第
議 案
23

昇
仙
峡
で
の
落
石
事
故
へ
の
対
応

令
和
３
年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
17
号
）

〈
経
済
建
設
委
員
会�

付
託
〉

昨
年
12
月
19
日
、
高
成
町
地
内
に
お
い
て
発
生
し
た
落

石
事
故
に
伴
い
、
現
在
全
面
通
行
止
め
と
し
て
い
る
市
道

昇
仙
峡
線
の
早
期
開
通
に
向
け
、
大
型
土
の
う
設
置
、
う

回
路
整
備
及
び
半
壊
と
な
っ
た
ト
イ
レ
の
建
物
の
撤
去
等

に
係
る
経
費
の
補
正
予
算
で
す
。

こ
の
こ
と
に
対
し
、
落
石
事
故
の
防
止
に
向
け
更
な
る

安
全
対
策
を
講
じ
て
い
く
よ
う
求
め
る
意
見
や
、
山
梨
県

に
対
し
、
改
修
工
事
等
の
応
分
の
費
用
負
担
を
要
望
し
て

い
く
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

号第
議 案
46

議案は、総務・民生文教・経済建設・環境水道の各常任委員会に付託され、
専門的な審査を受けた上で、本会議において審議されます。
なお、全議案の審議結果は、14、15ページに掲載しています。

議案審査・審議常
任
委
員
会

請願または議員自らの
提案に基づき、議会の意思を
決定し提出します。 全文はこちら

市民の声を反映して意
見
書
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令和 4 年度

予算
特別委員会
審査の 概 要

新年度予算に関する議案は

予算特別委員会に付託され、

専門的な審査が行われます。

予

　算

◇
予
算
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

山
中
和
男

　

副
委
員
長　

堀
と
め
ほ

　

委　
　

員　

荻
原
隆
宏　
　

原
田
洋
二

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

篤　
　

坂
本
信
康

　
　
　
　
　
　

長
沼
達
彦　
　

清
水　

仁

　
　
　
　
　
　

望
月
大
輔　
　

寺
田
義
彦

　
　
　
　
　
　

植
田
年
美　
　

中
村
明
彦

　
　
　
　
　
　

藤
原
伸
一
郎　

川
崎　

靖

　
　
　
　
　
　

清
水
英
知　
　

山
田
弘
之

令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
込
め
た
想
い

「
令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
込
め
た
想
い
に
つ
い
て
」
の
質
問
に
対
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
諸
課
題
へ
の
対
応
を
最
優
先
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
、
感
染
予
防
の
推
進
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
な
ど
保
健
所
を
有
す

る
強
み
を
活
か
し
た
感
染
症
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち

込
ん
だ
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
、
需
要
の
拡
大
や
消
費
喚
起
を
図
る
事
業

を
展
開
す
る
な
ど
、
感
染
症
対
策
と
経
済
活
動
の
両
立
に
向
け
た
取
組
を
推
進

す
る
こ
と
に
加
え
、
本
市
を
安
定
的
な
成
長
軌
道
に
乗
せ
、
様
々
な
事
業
を
更

な
る
成
果
に
つ
な
げ
る
た
め
、
第
六
次
甲
府
市
総
合
計
画
を
は
じ
め
、
こ
う
ふ

未
来
創
り
重
点
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
に
位
置
付
け
た
各
施
策
・
事
業

の
展
開
に
よ
り
、
高
い
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
過
去
最
大
規
模
と
な
る
予
算
額

を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
開
府
500
年
記
念
事

業
に
よ
り
育
ま
れ
た
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
有
す
る
多
様
な
主
体
と
の
連
携
に

よ
り
、
新
た
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
の

展
開
に
努
め
る
な
ど
、
各
事
業
の
着
実
な
推
進
に
向
け
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い

く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
も
と
よ
り
、
こ
う
ふ
未
来
創
り
重
点
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
の
集
大
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
求
め
る
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
周
知
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
移
住
・
定
住

の
促
進
の
た
め
、
移
住
支
援
金
交
付
事
業
や
空
き
家
改
修
助
成
事
業
と
併
せ
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
な
ど
様
々
な
媒
体
を
通
じ
、
市
内
の
み
な
ら
ず
首
都

圏
や
県
外
の
方
々
に
も
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

PICK
UP1

PICK
UP2
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こ
れ
に
対
し
、
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
手
続
き
の
簡
略

化
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

（
仮
称
）子
ど
も
応
援
フ
ェ
ス
タ

（
仮
称
）
子
ど
も
応
援
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
多
様
な
体
験

機
会
の
提
供
等
を
通
じ
て
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
て
い
く
た
め
、
令
和
3
年

度
実
施
し
た
子
ど
も
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
一
層
充
実
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
応
援
会
議
等
に
お
い
て
協
議
し
て
い
く
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

宝
石
の
ま
ち
甲
府「
ジ
ュ
エ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

宝
石
の
ま
ち
甲
府
「
ジ
ュ
エ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し

て
、
県
外
の
一
般
消
費
者
と
事
業
者
の
双
方
に
本
市
の
宝
飾
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
宝
石
の
ま
ち
甲
府
」
の
認
知
度
を
一
層
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
宝
飾
産
業
の
更
な
る
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
展
開
と
な
る
よ
う
、
周
知
方
法
や
実
施

時
期
等
を
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

「
わ
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

「
わ
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し

て
、
昨
年
の
法
改
正
に
よ
る
警
戒
レ
ベ
ル
の
導
入
や
避
難
情
報
の
名
称
変
更
な

ど
、
最
新
の
情
報
を
反
映
し
た
改
訂
版
を
作
成
し
、
自
治
会
等
を
通
じ
各
家
庭

に
配
布
を
行
う
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
災
害
に
備
え
る
た
め
、
可
能
な
限
り
早
期
に
配
布
で
き
る
よ

う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

PICK
UP3

PICK
UP4

PICK
UP5

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
教
職
員
の
多
忙
化

を
改
善
し
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
増
や
し
て
い
く
た
め
、
職
員
２
名
、
会

計
年
度
任
用
職
員
１
名
を
増
員
す
る
中
で
、
学
校
給
食
費
の
徴
収
に
係
る
業
務

等
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
業
務
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
事
情
を
抱
え
た
家
庭

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
等
か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
っ
た
対
応
を

求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

PICK
UP6

予
算
特
別
委
員
会
か
ら
の
意
見

委
員
間
の
討
議
に
よ
り
、
委
員
会
と
し
て
求
め
て
い
く
意
見
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
総
務
費
》

・・�

補
助
金
の
申
請
受
付
及
び
交
付
に
あ
た
っ
て
は
、
令
和
３
年
度
包
括
外

部
監
査
の
結
果
報
告
を
踏
ま
え
た
事
務
処
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
制

度
の
周
知
を
図
る
こ
と
。

《
民
生
費
》

・・�
ウ
ク
ラ
イ
ナ
等
を
は
じ
め
人
権
侵
害
が
危
惧
さ
れ
る
世
界
情
勢
に
鑑
み
、

人
権
擁
護
の
意
識
啓
発
を
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
。

《
教
育
費
》

・・�

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
取
組
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
か
つ
適
切
な
判
断
の
も
と
活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
。

13 甲府市議会だより213号



令和4年3月定例会 請願審査結果
番　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請　
　

願

第 4 － 1 号 核兵器禁止条約の署名・批准を日本政府に求める意見書提出に関する請願 総　　務 不 採 択
第 4 － 5 号 子どもの医療費を外来・入院ともに高校3年生（18歳）まで無料にすることを求める請願 民生文教 〃
第 1 － 3 号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める請願 民生文教 継続審査
第 1 － 4 号 介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める請願 〃 〃
第 1 － 5 号 看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める請願 〃 〃
第 1 － 6 号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願 経済建設 〃
第 2 － 2 号 治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定等を国に求める請願 総　　務 〃
第 3 － 1 号 「75歳以上の医療費窓口負担2割化撤回を求める意見書」提出に関する請願 民生文教 〃
第 3 － 2 号 75歳以上患者負担2割化の徹底審議を求める請願 〃 〃
第 3 － 3 号 コロナ感染症から医療－公衆衛生体制の強化を求める請願 〃 〃
第 3 － 4 号 少人数教育の早期推進に関する請願 〃 〃
第 3 － 5 号 GIGAスクール構想に対応する子どもの健康管理などの請願 〃 〃
第 3 － 6 号 沖縄戦戦没者の遺骨混入土砂を辺野古新基地などの埋立てに使用しないことを求める請願 総　　務 〃
第 3 － 7 号 安易な「病床削減」「医療従事者長時間労働」ではなく地域・医療職場の自主性を求める請願 民生文教 〃
第 3 － 8 号 トリチウムなどの放射性核種を含むALPS処理水の海洋放出方針決定の撤回を求める請願 環境水道 〃
第 3 － 9 号 「盛り土」規制などの法整備と流域治水の事前防災について請願 総　　務 〃
第 3 －11号 コロナ陽性者の「自宅療養」をやめ臨時病院の病床増で入院治療を求める請願 民生文教 〃
第 3 －12号 学校などのクラスター防止と検査の充実を求める請願 〃 〃
第 3 －13号 介護保険の保険料・利用料の過重負担を招かない対策を求める請願 〃 〃

第 4 － 2 号 新型コロナワクチン未接種者及び新型コロナ感染対策における差別・偏見・強制を防ぐ条例
等の制定または対策に関する請願 〃 〃

第 4 － 3 号 子どもへの新型コロナワクチン接種における慎重な接種を求める請願 〃 〃

第 4 － 4 号 「5－11歳の新型コロナワクチン接種の有効性・安全性が確立するまでの停止を求める意見書」の提出を求める請願 〃 〃

第 4 － 6 号 エッセンシャルワーカーの抜本的な処遇改善を求める請願 〃 〃

政友クラブ　◎池谷陸雄　荻原隆宏　原田洋二　鈴木　篤
　　　　　　　坂本信康　長沼達彦　小澤　浩　末木咲子
　　　　　　　深沢健吾　鮫田光一
創政こうふ　◎清水　仁　金丸三郎　輿石　修　岡　政𠮷
　　　　　　　山中和男　天野　一　小沢宏至　望月大輔
　　　　　　　寺田義彦

公　明　党　◎中村明彦　兵道顕司　植田年美　長沢達也
　　　　　　　堀とめほ
こうふ未来　◎神山玄太　廣瀬集一　藤原伸一郎　川崎　靖
日本共産党　◎清水英知　木内直子
こうふクラブ　◎山田　厚　山田弘之
� ◎は会派代表者

議案番号 件名等 議決月日 結　果 政　友
クラブ

創　政
こうふ 公明党 こうふ

未　来
日　本
共産党

こうふ
クラブ

そ
の
他

議案第34号 包括外部監査契約の締結について 3月11日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第35号 市道路線の認定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第41号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 〃 同意 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第42号
～第45号 債権の放棄について 〃 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議
員
提
出

甲議第 1 号 ロシア軍の即時無条件での完全撤退の実現に向け最大限の
努力を尽くすことを求める意見書提出について 3月3日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第 2 号 地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める
意見書提出について 3月24日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ××

甲議第 3 号 オンライン本会議の実現に必要となる地方自治法改正を求
める意見書提出について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ××

選
挙

甲選第 1 号 金峰前山恩賜県有財産保護組合議会議員の選挙について 3月11日 当選 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲選第 2 号 北奥仙丈外二山恩賜県有財産保護組合議会議員の選挙について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

○○賛成　××反対　△△棄権

甲府市議会会派

◎人事案件については、諮問のとおり決定されました。
◆固定資産評価審査委員会委員の選任について　清水孝貢
◆金峰前山恩賜県有財産保護組合議会議員の選挙当選者
　末木正三　神宮司　正　田野口一夫（千代田地区から選出）

◆北奥仙丈外二山恩賜県有財産保護組合議会議員の選挙当選者
　末木良一　神宮司幸弘　神宮司洋紀　神宮司祐行

（千代田地区から選出）
（敬称略）
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令和4年3月定例会 審議結果
議案番号 件名等 議決月日 結　果 政　友

クラブ
創　政
こうふ 公明党 こうふ

未　来
日　本
共産党

こうふ
クラブ

令
和
4
年
度
予
算

議案第 3 号 令和4年度甲府市一般会計予算 3月24日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× 〇〇

議案第 4 号 令和4年度甲府市国民健康保険事業特別会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ××

議案第 5 号 令和4年度甲府市交通災害共済事業特別会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第 6 号 令和4年度甲府市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× 〇〇

議案第 7 号 令和4年度甲府市介護保険事業特別会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第 8 号 令和4年度甲府市農業集落排水事業特別会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第 9 号 令和4年度甲府市後期高齢者医療事業特別会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ××

議案第10号 令和4年度甲府市浄化槽事業特別会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第11号 令和4年度甲府市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第12号 令和4年度甲府市地方卸売市場事業会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第13号 令和4年度甲府市病院事業会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第14号 令和4年度甲府市下水道事業会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第15号 令和4年度甲府市水道事業会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第16号 令和4年度甲府市簡易水道等事業会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

令
和
3
年
度
補
正
予
算

議案第17号 専決処分について（令和3年度甲府市一般会計補正予算（第15号）） 3月11日 承認 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第18号 令和3年度甲府市一般会計補正予算（第16号） 〃 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× 〇〇

議案第19号 令和3年度甲府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第20号 令和3年度甲府市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予
算（第1号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× 〇〇

議案第21号 令和3年度甲府市介護保険事業特別会計補正予算（第3号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第22号 令和3年度甲府市病院事業会計補正予算（第3号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第46号 令和3年度甲府市一般会計補正予算（第17号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

議案第23号 甲府市まち・ひと・しごと創生基金条例制定について 3月11日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× △△

議案第24号 甲府市の議会の議員及び長の選挙における選挙公報の発行
に関する条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第25号 甲府市個人情報保護条例の一部を改正する条例制定について 3月24日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第26号 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正
する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第27号 甲府市職員特別給与条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第28号 甲府市職員特別給与条例臨時特例の一部を改正する条例制
定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第29号 甲府市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例
の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第30号 甲府市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第31号 甲府市無料低額宿泊所の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第32号 甲府市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第33号 甲府市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関す
る基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第36号 甲府市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条
例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第37号 特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改
正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第38号 甲府市職員給与条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第39号 甲府市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ××

議案第40号 甲府市学校職員の勤務時間等に関する条例の一部を改正す
る条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
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甲府市議会ホームページ・Eメール

URL	 https://www.city.kofu.yamanashi.jp/shise/gikai/index.html
Email	 gikai@city.kofu.yamanashi.jp 〈モバイル〉 〈フェイスブック〉

甲府市議会広聴広報委員会
委員長：山中和男　副委員長：深沢健吾
委　員：鈴木　篤　末木咲子　鮫田光一　小沢宏至　寺田義彦　植田年美　堀とめほ　川崎　靖　木内直子　山田弘之

請願・陳情等の提出期限のお知らせ
甲府市議会基本条例に、請願者等に説明機会を設けることができることが規定されました。
このことに伴い、審査までに日数が必要となりますことから、原則として定例会開会日の 3開庁日前までに
ご提出をお願いします。

※令和 4年 6月定例会審査分の提出期限：6月 2日（木）まで

議会日誌

6月定例会の予定

無料アプリ「マチイロ」を利用し
て、スマートフォンなどで、いつで
も甲府市議会だよりがお読みいた
だけます。

※通信料は利用者負担となります。
※�表示される広告の内容について
は、一切責任を負いません。

月 火 水 木 金 土 日
6/6 7 8 9 10 11 12

本会議
（開会） 休会 休会 本会議

（市政一般質問）

13 14 15 16 17 18 19
本会議

（市政一般質問） 常任委員会 休会

20 21 22 23 24 25 26
本会議
（閉会）

本会議の内、開会日及び市政一般質問を行う 3日間はNNS（10ch）やインターネットに
よる中継のほか、本庁舎南側にある大型ビジョンでも放映します。

編集後記
いまだ収束の見えないコロナ禍における市民生活を守ることを主に、1月臨時会や 3月定例会での過去最大
規模の予算を審査した予算特別委員会の報告など、内容が盛り沢山となり、編集に苦慮した第 213 号でしたが、
各委員のご協力で内容を充実して発行することができました。
これからも、市議会の活動報告とともに、市民の皆様のご意見などをいただきながら、皆様とつながるツール
となり得るよう、わかりやすく読みやすい、読みたくなるような市議会だよりにしていきたいと思います。
� 広聴広報委員　山田弘之

1月12日（水）� �リニア・公共交通調査研究会行政視察
1月13日（木）� �
1 月20日（木）� �議会運営委員会
1月24日（月）� �1月臨時会開会、本会議（提案理由の説明、

各常任委員会付託）、総務・民生文教委員会、
本会議（各常任委員長報告、採決）、1月臨
時会閉会、会派代表者会議

2月 1日（火）� �広聴広報委員会（広報部会）
2月 8日（火）� �新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
2月15日（火）� �会派代表者会議
2月16日（水）� �議会運営委員会
2月17日（木）� �新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
2月21日（月）� �議会制度調査研究会視察（オンライン）
2月22日（火）� �議会運営委員会
2月28日（月）� �議会運営委員会、3月定例会開会、本会議

（提案理由の説明、各常任委員会付託）、
総務・民生文教・経済建設委員会、広聴広
報委員会（広報部会）

3月 2日（水）� �会派代表者会議
3月 3日（木）� �民生文教委員会、議会運営委員会、本会議

（意見書採決、質疑及び市政一般質問）

3月 4日（金）� �本会議（質疑及び市政一般質問）
3月 7日（月）� �議会運営委員会、本会議（質疑及び市政

一般質問、提案理由の説明、各常任委員
会付託、予算特別委員会設置）、予算特別
委員会

3月 8日（火）� �常任委員会（総務・民生文教）
3月 9日（水）� �常任委員会（経済建設・環境水道）
3月11日（金）� �本会議（各常任委員長報告、討論、採決）、

会派代表者会議、広聴広報委員会
3月14日（月）� �予算特別委員会
3月15日（火）� �
3 月16日（水）� �
3 月17日（木）� �会派代表者会議
3月18日（金）� �
3 月22日（火）� �
3 月24日（木）� �議会運営委員会、本会議（予算特別委員

長報告、討論、採決、新型コロナウイルス
感染症対策特別委員長中間報告）、3月定
例会閉会

3月29日（火）� 議員互助会研修会
4月 5日（火）� �広聴広報委員会
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